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協働のまちづくりのため

みんなで話し合いを体験

4 人 1 組で「未来の地域を担う若者の

チカラとは？」について話し合いました

第 2 回地熱講演会  in  鳴子温泉
　産業政策課新産業・グリーンエネルギー推進室　 23-2281　 23-7578　
      Ｅメール sangyo@city.osaki.miyagi.jp

　有識者による地熱・温泉熱に関する講演と、鳴子温泉

地域の地下構造などを調査した「鳴子温泉地域地熱資源

開発調査」の状況について報告します。

日時　1 月 21 日　15 時～ 17 時（受付開始 14 時 30 分）

場所　鳴子公民館

定員　先着 100 人

申込　1 月 15 日まで、ファクス、Ｅメールで申し込み

（企業・団体名、住所、電話番号、ファクス番号、Ｅメー

ルアドレス、参加者名を明記）

■講演　15 時

演題　「地熱による地方創生～北日本地熱立国論」

講師　弘前大学北日本新エネルギー研究所

　　　所長・教授　村岡 洋文 氏

■報告　16 時 20 分

内容　独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機

構（JOGMEC）による採択事業「鳴子温泉における

地熱資源開発調査事業について」

報告者　地熱エンジニアリング株式会社東京事務所

　　　　所長　荒井 文明 氏

■情報提供　16 時 40 分

内容　再生可能エネルギーに関する補助事業などにつ

いて

説明者　経済産業省東北経済産業局・宮城県   

加護坊山パークゴルフ場に

「さくらシャトル」が登場

うめコースを背に、さくらコースへ

ゆったりと移動することができます

　ミニコンサートを楽しみながら、古川産食

材にこだわったディナーを堪能しませんか。

日時　2 月 12 日　18 時～ 20 時 30 分

（受付開始 17 時 30 分）

場所　アインパルラ浦島（古川李埣）

定員　先着 100 人

前売り券　5,000 円

販売所　1 月 4 日から農林振興課で販売

■第 1 部 地元出身音楽家

　によるコンサート

　幼少期を古川地域で過ご

し、現在は福島を拠点に活

動しているピアニストの

本田 勇介氏のミニコンサ－

トです。

■第 2 部 ふるかわおいしさ協奏曲

　古川地域の認定農業者が生産した農産物を

使った食事会です。（酒類の提供はありません）

ふるかわ産
さんちょく

直厨
ちゅうぼう

房
　大崎市古川地域認定農業者連絡協議会
　　事務局（農林振興課内）　 23-7090

　市では、平和事業の一環として、子どもたちの平和

に対する思いや考えを発表する「小・中学生平和作文

コンクール」を毎年実施しています。

　平成 27 年度は、336 作品の応募があり、右表の皆

さんが入賞しました。入賞作品は冊子にまとめ図書館

へ配架するほか、市ウェブサイトに掲載します。

小・中学生平和作文コンクール入賞作品発表

　政策課政策企画担当　 23-2129
30 回目の開催を記念して

バルーングローを披露

めったに見られないバルーングロー。

次は何年後に見られるかな

正月料理をおいしく学ぶ

雑煮もち作り講座

ダイコンやゴボウなどのひき菜を使用

した具だくさんの雑煮を作りました

■小学生の部　応募総数 44 作品（12 校）　敬称略

賞 学校名・学年 氏名 題名

最優秀 古川第四小 6年 藤
ふじもと

本 玲
れ お

央 ぼくにできること

優秀

下伊場野小 6年 渡
わたなべ

辺 遥
は る と

斗 平和な世界

鹿島台小 6年 八
や く わ

鍬 瑛
え い と

斗 平和を願う

岩出山小 5年 石
い し の

野 音
お と め

天
戦後七十年を迎え
て…平和とは…

田尻小 6年 武
た け だ

田 結
ゆ か

佳 平和と戦争

■中学生の部　応募総数 292 作品（ 9 校）　敬称略

賞 学校名・学年 氏名 題名

最優秀 古川北中 3年 戸
と べ

邊 優
ゆ う き

希 曽祖父の言葉

優秀

古川東中 1年 大
おおぬま

沼 泰
だいゆう

優 平和への思い

古川東中 3年 髙
たかはし

橋 青
は る き

輝 本当の幸せとは

古川南中 2年 千
ち ば

葉 美
み わ

和 忘れない

松山中 2年 佐
さ と う

藤 迅
は や せ

晟 平和を考えるとき

小学生の部で受賞した皆さん

中学生の部で受賞した皆さん

　平成 27 年 11 月 17 日、「森民酒造店」（岩

出山地域）の下記 8 件の建造物が、新たに

国の登録有形文化財（建造物）となり、市内

の登録有形文化財は合計 29 件になりました。

　森民酒造店は、明治 16 年創業と伝わる酒

造店で、創業当時から昭和にかけての建造物

が敷地内に建ち並び、各時代の生活の様子を

よく示していることから、この地域の歴史的

景観に寄与しているとして、登録になりまし

た。

■登録された建造物

建造物名称 建設年代

森民酒造店店舗兼主屋 明治 16 年頃

森民酒造店居宅 大正期

森民酒造店奥座敷 明治後期

森民酒造店離れ座敷 昭和 10 年頃

森民酒造店釜屋 明治 16 年頃

森民酒造店酒造蔵 明治 16 年頃

森民酒造店北土蔵 明治後期

森民酒造店煙突 昭和前期

　文化財課保護担当　 72-5036

登録有形文化財（建造物）
新規登録

産業技術総合研究所地熱資源研究グループ

長などを経て、2010 年より弘前大学北日

本新エネルギー研究所教授、2013 年より

同研究所所長。元ＩＥＡ地熱実施協定日本

代表。 電磁探査の様子電磁探査の様子


